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も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
は
７
日
の

国
土
交
通
委
員
会
で
の
住
宅
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
法
に
関
す
る
質
疑
で
参
考

人
に
質
問
し
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、
自
治
体
が
責
任
を
も
っ

て
公
営
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
強
調
し
た
上
で
、
公
営
住
宅
に
本

来
は
入
れ
る
条
件
の
あ
る
方
で
民
間
住

宅
に
住
ん
で
い
る
方
へ
の
政
策
や
、
家

賃
補
助
に
つ
い
て
の
考
え
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。 

国
民
の
住
ま
い
を
守
る
全
国
連
絡
会

代
表
幹
事
の
坂
庭
國
晴
氏
は
、
公
営
住

宅
に
入
居
で
き
る
条
件
の
世
帯
は
７
２

７
万
世
帯
あ
り
、
そ
の
う
ち
２
０
４
万

世
帯
が
高
家
賃
負
担
に
な
り
、
先
進
国

の
中
で
家
賃
補
助
が
な
い
の
は
日
本
ぐ

ら
い
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
公
営
住
宅
を
建
設
し

た
後
で
住
宅
予
算
を
家
賃
補
助
に
振
り

向
け
る
と
指
摘
。
住
宅
関
係
予
算
に
対

し
て
国
全
体
で
真
摯
に
向
き
合
い
、
家

賃
補
助
や
Ｕ
Ｒ
住
宅
で
の
家
賃
減
額
措

置
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ
ま
し

た
。 Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
を
行
っ

て
き
た
立
教
大
学
大
学
院
特
任
准
教
授

の
稲
葉
剛
氏
は
、
住
ま
い
を
失
っ
た
生

活
困
窮
者
の
生
活
再
建
に
と
っ
て
活
用

で
き
る
住
宅
政
策
が
な
く
、
活
用
で
き

る
の
は
、
生
活
保
護
や
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
の
べ
、
欧
米

で
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策
と
い
う
の
は
、

住
宅
政
策
、
住
宅
支
援
と
い
う
観
点
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、
自
身
も
ホ
ー
ム
レ
ス
の

方
の
相
談
に
乗
る
中
で
、
家
賃
債
務
保

証
会
社
に
荷
物
を
撤
去
さ
れ
て
追
い
出

さ
れ
、
裁
判
を
す
る
余
裕
も
な
く
泣
き

寝
入
り
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
例
が

あ
る
と
の
べ
、
追
い
出
し
の
規
制
法
が

必
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。 

理
由
に
ビ

ジ
ネ
ス
機

会
の
喪
失

を
挙
げ
て

い
る
こ
と

を

示

し

、

「
産
業
界

武
田
良
介
参
院
議
員
は
６
日
、
経
済

産
業
委
員
会
・
環
境
委
員
会
連
合
審
査

で
、「
化
学
物
質
審
査
規
制
法
」（
化
審

法
）
改
定
案
は
、
化
学
物
質
の
審
査
制

度
を
さ
ら
に
緩
和
す
る
も
の
だ
と
批

判
し
ま
し
た
。 

 

現
行
法
は
、
特
例
制
度
で
、
毒
性
を

含
む
可
能
性
の
あ
る
新
規
化
学
物
質

で
あ
っ
て
も
、
少
量
な
ら
審
査
し
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
改
定
案
は
、
特
例
制

度
を
さ
ら
に
緩
和
し
、
用
途
に
よ
っ
て

環
境
排
出
量
が
少
な
い
と
さ
れ
れ
ば
、

検
査
な
し
に
従
来
の
１
０
０
０
倍
も

の
量
の
製
造
・
輸
入
が
可
能
と
な
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

 

武
田
氏
は
、
美
白
効
果
の
高
さ
だ
け

に
注
目
し
、
悪
影
響
を
無
視
し
て
販
売

し
た
こ
と
で
、
使
用
者
の
顔
や
手
に
白

斑
被
害
が
で
た
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
の

事
例
を
紹
介
。
政
府
資
料
が
法
改
定
の

も
と
む
ら
伸
子
衆
院

議
員
は
７
日
、
国
土
交
通

委
員
会
で
、
「
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
法
案
」（
同
日
、
全
会

一
致
で
可
決
）
に
関
連
し
て
、
新
制
度

お
よ
び
住
宅
政
策
の
拡
充
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。 

 

新
制
度
は
、
空
き
家
等
を
活
用
し
、

低
所
得
者
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
被
災

者
な
ど
「
住
宅
確
保
要
配
慮
者
」
の
住

ま
い
の
確
保
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。 

 

本
村
氏
は
、
新
制
度
の
対
象
に
あ
げ

ら
れ
る
被
災
者
の
定
義
が
「
発
災
か
ら

３
年
以
内
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、「
年
数
で
機
械
的
に
被
災
者
を
切

か
ら
の
要
望
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
は

な
い
か
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

 

山
本
公
一
環
境
相
は
「
化
審
法
の
原

点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
が
ん
ば
り
た

い
」
と
釈
明
。
武
田
氏
は
、
人
の
健
康

や
自
然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
化
学

物
質
を
規
制
す
る
法
律
の
精
神
に
も
と

づ
き
、
規
制
緩
和
は
許
さ
れ
な
い
と
主

張
し
ま
し
た
。 

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
法
案
で
本
村
氏 

り
捨
て
る
の
は
許
さ
れ
な
い
」
と
追
及
。

石
井
啓
一
国
交
相
は
「
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
は
、
特
別
法
で
最
長
10
年
と

し
て
お
り
、
今
回
の
改
正
案
で
も
省
令

で
、
個
別
の
災
害
状
況
に
応
じ
て
、
き

め
細
か
い
対
応
を
す
る
予
定
だ
」
と
答

え
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
村
氏
の
質
問
に
対
し
、
由

木
文
彦
住
宅
局
長
は
「
若
者
の
低
額
所

得
者
は
、
当
然
、
こ
の
概
念
に
該
当
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

家
賃
補
助
の
制
度
化
を
求
め
る 

本
村
氏
は
、
公
営
住
宅
の
確
保
に
国

が
責
任
を
持
つ
こ
と
、
住
宅
確
保
要
配

慮
者
へ
の
家
賃
補
助
に
つ
い
て
恒
久
的

な
制
度
に
す
る
こ
と
、
個
人
へ
の
家
賃

補
助
を
法
定
化
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。 


